
令和 7 年度の研究（または活動）内容 
 

（１）学外向け講演会の主催 

講師：吉川玄徳氏（東京都市大学デザイン・データ科学部特任教授）  

テーマ：「ウェルビーイング社会をリードする越境人材の育て方」 

日時：2026 年 3 月 9 日（月）14：00～15：30 

主催：東北工業大学 Well-being 研究所 

形式：zoom 

参加者：26 名 

https://www.tohtech.ac.jp/topics/event/48849.html 

 

 

（２）研究発表・講演 

 下記（６）②に掲載した 5 件の研究発表・講演を行った。 

 

（３）アンケート実施 



いただいた設置経費予算により、「企業における非財務情報としての well-being 指標」に関するア

ンケート調査を実施した（Fastask 社に依頼）。今後、それに基づいた指標化を行い、社会に提案した

いと考えている。企業における well-being 指標は従業員の主観的 well-being であり、社会全体の

well-being を近似すると同時に、経営者にとっては高い well-being が組織の活性化ひいては企業の

収益向上にもつながる可能性があり、経営目標になりえる。また投資家にとっては投資先企業の選定

に当たり、経営の健全性・将来性を判断する非財務情報となりえる。また就職活動を行う学生にとって

は志望企業を選ぶ際の判断材料になりえる。現に、上記アンケート調査の結果を概観しただけでも、

well-being 関係の設問と企業の経営健全性・将来性に関する主観的評価の回答結果には相関がみ

られ、上記の視点は有効であることが推測された。近日に上記アンケート結果をさらに精査し、従業

員・経営者・投資家・就職活動学生らにとって有用な well-being 指標を作成し提案したい。 

 


